
１
４
３
０
年
頃

　

渡
党
（
わ
た
り
と
う
）
と
称
す
る
人
々

が
、
各
地
に
拠
点
の
館
を
築
く
。

（
後
の
道
南
十
二
館
）

１
４
３
１
年

　

武
田
信
廣
、
若
狭
国
の
守
護
大
名
・
武

田
信
賢
の
子
と
し
て
若
狭
小
浜
青
井
山
城

に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

※
諸
説
有
り

１
４
５
３
年

　

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が

　

東
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
ぼ
す 

１
４
５
４
年

　

南
部
氏
と
の
争
い
に
敗
れ
、
捕
え
ら
れ

た
安
藤
政
季
が
、
武
田
信
廣
と
共
に
北
海

道
へ
渡
海
。 

　

信
廣
は
上
ノ
国
を
守
護
し
て
い
た
蠣
崎

季
繁
の
客
将
と
し
て
花
沢
館
に
入
る
。

１
４
５
６
年

　

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
勃
発

１
４
５
７
年

　

道
南
十
二
館
の
う
ち
十
館
が
陥
落
し
た

中
、
武
田
信
廣
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
ち

取
り
、
戦
を
終
息
さ
せ
る

１
４
５
７
年

　

信
廣
、
蠣
崎
季
繁
の
娘
に
婿
入
り
し
、

蠣
崎
家
を
継
ぎ
、
洲
崎
館
を
築
く(

砂
館

神
社
の
近
傍)

１
４
６
２
年

　

洲
崎
館
の
北
に
昆
沙
門
天
王
社
を
創
立

（
今
の
砂
館
神
社
）

１
４
６
７
年 

－ 

１
４
７
７
年

　

応
仁
の
乱 

（
戦
国
時
代
始
ま
る
）

１
４
７
０
年
頃

　

信
廣
、
本
町
の
夷
王
山
中
腹
に
勝
山
館

を
築
城
す
る
。 

１
４
７
３
年

　

信
廣
が
勝
山
館
に
館
神
八
幡
宮
を
建
立

（
現
在
の
上
ノ
國
八
幡
宮
）　　
　

１
４
８
５
年　

山
城
の
国
一
揆

１
４
９
２
年

　

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
新
大
陸
発
見 

１
４
９
４
年

　

信
廣
が
勝
山
館
で
没
し
（
享
年
６
４

歳
）、
夷
王
山
に
葬
ら
れ
る
。 

１
５
１
４
年

　

信
廣
の
子
・
蠣
崎
光
廣
が
居
城
を
勝
山

館
か
ら
松
前
の
徳
山
館
へ
と
移
す
。

１
５
５
１
年

　

天
の
川
が
和
人
地
と
ア
イ
ヌ
の
領
地
の

境
目
と
な
る

１
５
６
０
年　

桶
狭
間
の
戦
い

１
５
７
３
年　

室
町
幕
府
滅
亡

１
５
８
２
年

　

本
能
寺
の
変
、
織
田
信
長
没
す
る

１
５
９
０
年

　

小
田
原
征
伐(

豊
臣
秀
吉
の
全
国
統
一
）

１
５
９
３
年

　

蠣
崎
慶
広
が
秀
吉
か
ら
蝦
夷
島
主
と
し

て
承
認
さ
れ
安
東
氏
か
ら
独
立

１
５
９
８
年　

　

 

豊
臣
秀
吉
、
伏
見
城
で
没
す
る

１
５
９
９
年

　

信
廣
か
ら
５
代
目
、
蠣
崎
慶
広
が
氏
を

「
松
前
」
と
改
め
る

１
６
０
０
年　

関
ヶ
原
の
戦
い

１
６
０
３
年　

江
戸
幕
府
成
立

１
６
０
４
年

　

慶
広
が
徳
川
家
康
に
拝
謁
し
、
松
前
藩

初
代
藩
主
と
し
て
認
め
ら
れ
る

　この後、1514年に信廣の息子・光廣が拠点を松前に移し、後の松前藩として発展して
いくこととなりますが、それまで上之国は蝦夷地の政治・軍事・経済の中心地として存在
していました。
　町民憲章にもある言葉『北海道夜明けの地』には、こうした歴史的意味合いがあり、私
たちはこれらの祖先の偉業を受け継いで現代の上ノ国町に生きています。
　町制施行50年を迎える一つの節目の今年、今の上ノ国町が形作られたの歴史の積み重
ねを改めて見つめ直し、子や孫に伝えていくことが必要とされています。

1470年頃から1514年まで政治・軍事・経済の中心だった勝山館跡

勝山館跡

その信廣が築いた『勝山館跡』
この時にもたらされた平和と安定が、蝦夷地に和人文化を定着させ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　様々な地域が発展していくきっかけとなりました。

勝山館内で発見されたアイヌの墓、信廣統治下では館内で共に生活していた。

現代に残る御徒士行列は、松前藩が
先祖の地である上之国を参った名残

上ノ國八幡宮の本殿は、元々勝山館跡
の館神八幡宮にありました

コシャマインの戦いを征し、
　蝦夷地統治者としての立場を築いた武田信廣

交易拠点の名残として、中国や琉球、ベトナムの品々が発掘されています。
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